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1 目的
• “学校司書のモデルカリキュラム (以下 MC)”

で就職できてほしい
– なるべく力のある人が現場にいてほしい

∗ MC が質保証になっているかは疑問
だが
← 司書教諭・司書を持っている人と
同等以上の力はあるはず

– MC制度が失敗したら当分改善しなさそう
• MC必須の求人は少なそうだが
• 実際のところはどうなのか調べた

2 調査 1

2.1 調査 1の方法
• “ハローワーク インターネットサービス”に掲
載の学校司書の求人を収集
2020 2/18、2021 2/17、2021 12/2の 3回
← JLAの webページよりは掲載数は多い
← 1月がベストなのかもしれないが、、、

• “学校 司書”“学校 図書館”“学校 図書室”“読書
支援員”などで検索
← 全国漏れなく収集できているはず

• 公立も私立も業務委託も実習助手もすべて
– 事務と兼任の人は含めた
– 学校図書館の資料の遡及入力の担当者も含
めた

– 資料の配送の担当者は含めなかった
• 計 257件の求人が得られた
• 他の求められる資格も集計
→ 求人の “必要な免許・資格”欄で分類

• 司書補は司書に含めて集計した
• 学校図書館関係の資格がなくても応募できるの
は “不問”にした
– さらに、「司書があることが望ましい」など
の “不問 (あれば尚可)”と、“完全に不問”

に分けた

2.2 調査 1の結果
2.3 2020年 2月 (計 103件)

短時間
雇用

期限付フ
ルタイム

正規

司書 21 19 0

司書 or 司書教諭 16 3 0

司書 or 教員免許 1 1 0

教員免許のみ 0 0 0

司書 or 司書教諭 or MC 1 0 0

司書 or “学校図書館司書” 1 0 0

不問 (あれば尚可) 21 2 0

完全に不問 17 0 0

2.4 2021年 2月 (計 107件)
短時間
雇用

期限付フ
ルタイム

正規

司書 27 12 0

司書 or 司書教諭 22 2 0

司書 or 教員免許 0 0 0

教員免許のみ 1 0 0

司書 or 司書教諭 or MC 0 0 0

司書 or “学校図書館司書” 0 0 0

不問 (あれば尚可) 25 3 0

完全に不問 13 2 0
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2.5 2021年 12月 (計 47件)
短時間
雇用

期限付フ
ルタイム

正規

司書 12 3 0

司書 or 司書教諭 10 1 2

司書 or 教員免許 1 1 0

教員免許のみ 0 0 0

司書 or 司書教諭 or MC 1 0 0

司書 or “学校図書館司書” 0 0 0

不問 (あれば尚可) 4 1 0

完全に不問 9 2 0

• MCで応募できる求人は 3(/257)件だけだった
– 2件は兵庫県明石市 (別年度)

– もう 1件は鈴鹿中等教育学校の
司書 or “学校図書館司書”

← 分かってこう募集したと信じたいが、、、
• もちろん、「不問 (あれば尚可)」「完全に不問」
の 99件も応募できるが

• MCが司書より優遇される求人はなかった

3 調査 2

3.1 調査 2の方法
• (ハローワークを通さない求人もある)

• インターネット上で “学校司書 モデルカリキュ
ラム”と継続的に検索し、MCで応募できる求
人を収集している
← こちらは漏れはあるはず
← (MCを開設している大学を調べている)

3.2 調査 2の結果
• ここ 1年半で、MCで応募できる求人は

– 明石市 (既出)

– 神戸市 (1年度内で 200 日以内)

– 筑波大学附属駒場中学校・高等学校 (週 2

日)

と
– 市川中学校・高等学校
応募資格: 学校図書館司書の資格を有す
る方

ぐらいしか見つからなかった
– 東京大学教育学部附属中等教育学校 (週 5

日)

∗ 司書又は司書教諭資格を有し、学校図
書館において 5年以上の実務経験を有
する方。

∗ 文部科学省の定める「学校司書のモデ
ルカリキュラム」に対応した専門職養
成プログラムの修了者が望ましい。

4 結論
• MCだけ取っても就職にはまず役立たない
• MCだけでは、神奈川県・埼玉県・京都府など
の正規雇用の職には応募できない

• MC取得者が学校図書館を変えていくきざしは
ない?

5 議論
5.1 MCが求人に書かれない理由 (想像)

1. 求人担当者が MC ができたことを知らなか
った

2. 求人担当者は知っていてもわざと載せなかった
（a）ふつうは司書も持っているはずで、MCし

か持っていない人は不安だから
（b）国家資格ではないので、公的な機関が要求

するものとしては不適切だから
（c）履修者は少なく不公平だから

5.2 私たちにできること
0. 優秀なMC所持者を育てる
1. 求人担当者にMCを知ってもらう

•「うちの学生が受けるんですけど、MC で
も応募できますか」と都度電話する?

• 研修会の講師で呼ばれたときに必ず宣伝
する

• (他の研究者が各教育委員会にMCに関す
る調査をしている)

• 学生が応募するときは履歴書に必ず MC

を書かせる
2.「わざと載せなかった」ことへの対応
（a）ふつうは司書も持っているはずで、MCし
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か持っていない人は不安だから
← これは分からなくもない
→ 司書に加えてMCを持っている人を厚
遇してもらうには?

（b）国家資格ではないので、公的な機関が要求
するものとしては不適切だから
→ 国家資格化はたぶん無理
→→ ハローワークのシステムに入れても
らって、求人担当者が簡単に選べるように
する

（c）履修者は少なく不公平だから
→ これは年月が解決するが
→ 所持者からすれば価値が低下するとい
うことでもある
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